
矢
部
須
山
大
月

友
衛
計
一
源
二

大
林
長
男
（
木
下
幹
一
）

一九――

-0年
三
月
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
第
二
回
全
国
大
会
で

鈴
木
賢
二
は
書
記
長
に
、
須
山
計
一
は
中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

一
九
三

0
年
九
月
、
「
ア
ト
リ
エ
」
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
研
究
と
批
判
特

集
に
左
の
美
校
関
係
の
執
筆
が
で
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
概
論

世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
発
生
と
発
展

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
史

世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
現
状

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
煽
動
宣
伝
的
役
割
に
つ
い
て

一
九
三

0
年
―
一
月
、
第
三
回
プ
ロ
展
、
上
野
公
園
日
本
美
術
協
会
で
開

催
、
「
音
」
（
矢
部
友
衛
）
、
「
白
色
テ
ロ
ル
に
抗
し
ろ
」
（
大
月
源
二
）
、

「
ア
ヂ
太
プ
ロ
吉
世
界
漫
遊
記
」
（
須
山
計
一
）
、
「
職
場
を
引
き
あ
げ
る
」

〔惇
〕

（
岩
松
淳
）
な
ど
出
品
さ
る
。

一
九
三
一
年

（
昭
和
六
年
）
二
月
、
「
新
興
芸
術
研
究
」
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
芸
術
の
近
況
特
集
）
に
左
記
が
で
る
。

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

美

術

運

動

の

現

段

階

須

山

計

一

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

美

術

の

新

ら

し

き

形

態

佐

藤

敬

一
九
三
一
年
―
一
月
、
第
四
回
プ
ロ
展
、
上
野
公
園
、
自
治
会
館
で
開
催
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
青
年
」
（
大
月
源
二
）
、
「
凱
歌
」
（
矢
部
友
衛
）
、
「
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
の
手
先
共
」
（
須
山
計
一
）
等
出
品
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
春
、
大
月
源
二
ら
検
挙
さ
る
。

鈴
木

賢

「
戦
旗
」
漫
画
欄
昭
和
四
年
1

五
年

「
漫
画
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
（
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
教
程
」
第
一
―
―

集
、
昭
和
五
年
四
月
）
「
漫
画
と
漫
画
家
」
（
「
ア
ル
ト
」
昭
和
四
年
二
月
）

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
―
一
月
、
第
五
回
プ
ロ
展
、
上
野
自
治
会
館
に

開
催
。
「
村
」
「
祖
国
の
た
め
に
」
（
須
山
計
一
）
、
「
失
業
救
済
」
（
岩
松

邑
、
「
土
木
労
働
者
胸
像
」
他
彫
刻
一
一
点
（
佐
田
四
郎
こ
と
入
江
弘
）
な

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
五
月
、
須
山
計
一

、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同

盟
書
記
長
と
な
る
。
―
一

月
、
須
山
検
挙
さ
れ
、
翌
年
八
月
起
訴
、
徴
役

二
年
、
執
行
猶
予
三
年
判
決
。

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
三
月
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
解
散
。

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
一
、
二
年
頃
）

髯
闘
科
―
―
一
年
生
、
杉
本
博
、
佐
田
勝
、
彫
刻
科
同
、
佐
藤
忠
良
ら
、
学

内
の
民
主
化
を
要
求
、
進
歩
的
講
師
を
よ
ん
で
研
究
会
を
お
こ
な
う
。
杉

本
は
検
挙
さ
れ
、
仙
台
刑
務
所
等
で
受
刑
し
た
。
な
お
、
杉
本
、
遠
藤
健

郎
ら
の
デ
ザ
ミ
展
が
銀
座
紀
伊
国
屋
画
廊
で
一
二
回
ひ
ら
か
れ
、
杉
本
は

「
労
働
者
像
」
な
ど
か
い
た
。

⑤

校
友
会
の
近
代
芸
術
研
究
部

既
述
の
よ
う
に
昭
和
三
年
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
が
最
高
潮
に
達
し
た

年
で
あ
る
が
、
同
年
春
に
校
友
会
文
芸
部
の
中
に
近
代
芸
術
研
究
部
が
組
織
さ

れ
、
活
発
な
活
動
が
始
ま
っ
た
。
同
部
の
趣
旨
は
、
従
来
の
よ
う
な
作
品
そ
の

も
の
を
分
析
的
に
研
究
す
る
研
究
法
か
ら
一
歩
進
ん
で
芸
術
を
気
候
風
土
、
民

族
性
、
国
民
性
、
社
会
と
の
関
連
の
上
で
把
え
、
科
学
的
か
つ
総
合
的
に
研
究

を
進
め
、
芸
術
の
依
っ
て
立
つ
基
礎
を
つ
き
と
め
よ
う
と
い
う
点
に
あ
っ
た

（
岡
田
秀
雄
「
近
代
芸
術
研
究
部
」
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
七
巻
第
三

号）
。
首
脳
部
は
岡
田
秀
雄
、
木
下
幹
一
、
木
村
郁
太
郎
、

小
松
益
喜
、

ど
出
品
。

佐
藤
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“ 『美術研究』表紙

を
発
展
さ
し
た
い
と
云
ふ

熱
意
を
持
つ
て
ゐ
た
か
ら

敬
、
寺
田
精
太
郎
ら
で
、
彼
ら
は
図
四
部
、
演
劇
部
、
映
画
研
究
部
、

ラ
ソ
ト
部
の
メ
ン
バ

ー
と
緊
密
に
連
絡
を
と
り
な
が
ら
活
動
し
、
昭
和
四
年
ニ

月
に
は
校
友
会
月
報
と
異
な
り
、
全
く
自
主
的
な
雑
誌
で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
美

術
研
究
』

(433
頁
参
照
）
を
創
刊
し
た
。

『
美
術
研
究
』
は
は
じ
め
図
書
部
、
演
劇
部
お
よ
び
近
代
芸
術
研
究
部
の
機

関
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
、
追
っ
て
映
画
部
と
ェ
ス
ペ
ラ
ソ
ト
部
が
加
入
し
た
。

近
代
芸
術
研
究
部
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
が
、
外
に
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。

「
寄
稿
」
東
美
の
近
代
芸
術
研
究
部
に
就
い
て

東
京
美
術
学
校
近
芸
部
、
寺

今
度
太
平
洋
美
術
学
校

で
近
代
芸
術
研
究
会
の
人

々
が
中
心
に
な
つ
て
雑
誌

を
出
す
事
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
就
い
て
此
の
或
る
同

人
が
私
に
援
助
し
て
呉
れ

な
い
か
？

と
云
は
れ
た

勿
論
、
私
は
引
き
受
け

た
。
何
ん
の
力
を
持
つ
て

ゐ
な
い
私
で
も
此
の
雑
誌

ま
へ
お
彦

田
エ
ス
ペ

か
？

で
あ
っ
た
。

其
処
で
先
づ
同
人
の
注
文
通

り
に
東
美
の
近
代
芸
術
研
究

部
に
就
い
て
書
く
事
に
し

こ
。
f
 そ

し
て
ど
ん
な
仕
事
を
今

い
て
私
は
餘
り
よ
く
は
知
ら

な
い
。
で
此
処
で
は
近
芸
（
近
代
芸
術
研
究
部
）
が
何
故
吾
々
に
必
要
と
な

つ
て
、
生
れ
て
来
た
か
？
又
は
ど
ん
な
組
織
形
態
で
ど
ん
な
目
的
を
持
つ

て
ゐ
る
の
か
？

そ
し
て
次
に
此
処
二
三
年
に
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
来
た

等
の
四
つ
の
事
項
に
亘
つ
て
簡
単
に
述
べ
度
い
。

吾
々
は
此
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
学
校
に
来
て
も
近
代
よ
り
現
代
に
至
る
新
ら

〔
マ
マ

〕

し
い
芸
術
に
就
い
て
は
絶
体
に
研
究
し
又
は
理
解
す
る
事
が
出
来
な
い
の
で

あ
る
。
吾
々
は
若
い
人
間
で
あ
る
。
そ
の
為
、
吾
々
は
長
い
未
来
と
大
き
い

希
望
と
を
持
ち
、
そ
し
て
新
ら
し
き
美
術
史
の
第
一
頁
を
か
ざ
る
責
任
を
持

つ
て
ゐ
る
。

其
処
で
吾
々
は
学
校
の
命
ず
る
が
ま
4

の
研
究
で
は
物
足
り
な
く
て
此
処
に

新
ら
し
き
芸
術
を
研
究
す
る
近
代
芸
術
研
究
部
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
其
の
目
的
を
述
べ
れ
ば
、
近
芸
の
目
的
は
其
の
名
の
示
す
通
り
、
近
代

の
美
術
を
中
心
と
し
た
芸
術
の
研
究
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
。

『線』表紙 （山口泰二氏提供）

迄
に
し
て
来
た
か
？

に
就

近
代
芸
術
研
究
部
は
ど
ん

な
歴
史
を
持
つ
て
ゐ
る
か
？

X 

x
 
X 
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例
へ
ば
近
頃
流
行
し
て
ゐ
る
シ

ュ
ー
ル
・
レ
ア
リ
ズ
ム
が
段
々
と
美
術
界
に

進
出
し
て
色
々
の
展
覧
会
に
其
の
絵
が
出
て
来
る
。
す
る
と
そ
れ
を
直
ち
に

近
芸
で
取
上
げ
て

シ
ュ

ー
ル
・
レ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
会
を
開
く
。
そ
し
て
盛

ん
に
其
の
席
上
で
皆
が
思
ひ
／
＼
の
意
見
を
出
し
て
討
論
を
や
る
。
又
帝
展

や
二
科
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
展
覧
会
等
々
が
開
催
さ
れ
る
と
そ
れ
の
批
判

会
を
持
つ

。
又
次
に
適
当
な
講
師
を
よ
ん
で
講
演
会
を
や
る
、
又
は
マ
ッ

ペ

（
画
集
）
等
を
配
布
す
る
等
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
の
が
大
体
の
目
的
で

あ
る
。
で
は
次
に
近
芸
の
組
織
形
態
は
ど
う
な
っ
て
ゐ
る
か
に
就
い
て
次
に

述
べ
て
み
よ
う
。

各
ク
ラ
ス
は
各
科
に

一
人
の
代
表
者
が
居
て
此
の
人
達
に
依
つ
て
代
表
者
会

議
が
持
た
れ
る
。
此
の
会
議
は
勿
論
各
ク
ラ
ス
は
各
科
の
人
逹
の
希
望
や
意

見
を
述
べ
て
大
体
の
学
生
一
般
の
希
望
意
見
を
ま
と
め
そ
し
て
活
動
方
針
を

決
定
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
決
定
さ
れ
た
事
を
実
際
に
実
行
に
移
す
為
に
委

員
会
が
あ
る
。
此
の
委
員
会
に
は
六
人
の
役
員
が
居
る
、
そ
し
て
此
の
委
員

会
に
は
そ
の
補
助
機
関
と
し
て
、
企
劃
部
、
宜
偉
部
、
組
織
部
の

三
つ
の
部

門
が
置
か
れ
、
そ
の
独
自
の
活
動
を
や
つ
て
行
く
。
是
が
大
体
の
組
織
形
態

で
あ
る
。

最
後
に
此
処
二
三
年
に
や
ら
れ
た
仕
事
に
就
い
て
簡
雖
に
述
べ
て
み
よ
う
。

先
づ
講
演
会
と
し
て
は
秋
田
雨
雀
氏
の
「
ソ
ヴ
ヱ
ー
ト
、

ロ
シ
ア
の
文
学
に

就
い
て
」
の
講
演
を
始
め
と
し
て
津
田
青
楓
氏、

里
見
勝
蔵
氏
、
村
山
知
義

氏
、
横
川
三
果
氏
等
々
の
講
演
が
や
ら
れ
、
ど
の
講
演
会
も
非
常
な
成
績
で

終
っ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
講
演
会
は
す
べ
て
講
師
の
講
演
の
後
茶
話
会
が

持
た
れ
て
講
師
を
中
心
に
色
々
の
質
問
、
意
見
等
が
な
さ
れ
た
。

次
は
研
究
会
の
事
で
あ
る
が
研
究
会
は
フ
リ

ー
チ
ニ
の
「
芸
術
社
会
学
」
の

（『
線
』
創
刊
号。

昭
和
六
年
七
月
）

研
究
に
、
時
々
の
展
覧
会
の
批
判
会
及
び
マ
ッ

ペ
の
批
判
会
等

が

持

た

れ

た
。
此
の
研
究
会
で
特
に
盛
会
で
あ
っ
た
の
は
去
年
の
プ

ロ
展
批
判
会
で
あ

つ
て
、
此
の
時
は
可
成
の
多
く
の
者
が
会
場
に

一
緒
に
総
見
し
其
の
後、

早

大
生
と
の
合
流
に
依
つ
て
盛
大
な
批
判
会
が
持
た
れ
た
。

次
に
マ
ッ

ペ
の
発
行
と
其
の
配
布
で
あ
る
が
、
此
は
最
近
企
て
ら
れ
た
も
の

で
今
は
未
だ
第
一
輯
（
八
枚
）
し
か
発
行
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
其
の
内
容
は
、

ケ
ー
テ

・
コ
ル
ウ
ィ
ッ
ツ
、
オ
ッ
ト
ー

・
デ
ィ
ッ
ク
ス

、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

、
カ

ー
ツ
マ
ン
、

オ
ス
メ
リ

キ
ン
、
リ
ベ
ラ
等
々
の
作
品
で
あ
る
。
今
第
二
輯
が

準
備
さ
れ
つ
4

あ
る
。
此
の
第
二
輯
の
編
輯
は
第

一
輯
の
そ
れ
と
多
少
変
更

し
て
、
西
洋
画
の
外
に
日
本
画
、
建
築
、
ボ
ス
タ
ー
、
漫
画
、
舞
台
装
樅
等

々
を
可
成
に
入
れ
る
事
に
し
た
。
其
の
枚
数
は

二
十
枚
餘
り
で
あ
る
。
〔
マ
マ

〕

次
に
展
翌
会
の
事
で
あ
る
が
是
は
餘
り
な
さ
れ
ず
、
唯
一
度
、
洋
書
の
装
訂

展
が
開
か
れ
た
程
で
あ
る
。

右
の
執
筆
者
寺
田
は
寺
田
精
太
郎
（
当
時
本
校
西
洋
画
科
四
年
生
）
と
考
え

ら
れ
る
。
寺
田
は
『
美
術
研
究
』
最
終
号
（
昭
和
五
年
四
月
）
に
痛
烈
な
卒
展

批
判
を
執
筆
し
た
人
で
、
彼
が
『
線
』
に
寄
稿
し
た
の
は
、
本
誌
（
松
本
禎
子

氏
所
蔵
）
に
書
き
込
ま
れ
た
薗
田
猛
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
薗
田
が
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
美
術
運
動
の
横
の
連
絡
組
織
を
作
ろ
う
と
し
て
寄
稿
を
依
頼
し
た
た
め
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
資
料
が
輿
味
深
い
の
は
、
近
代
芸
術
研
究
部
の
活
動
内
容
が
明
記
さ
れ

て
い
る
と
共
に
、
寄
稿
自
体
が
薗
田
の
「
〔昭
和
六
年
〕
太
平
洋
画
学
校
内
に

〔太
〕

〔

芸

〕

松
本
俊
介
ら
と
東
京
美
校
内
の
活
動
に
な
ら
っ
て
、
大
平
洋
近
代
美
術
研
究
会

（
以
上
）
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を
作
り

、

同
人
雑
誌
「
線
L
を
発
刊
」
（
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
史
』
岡
本
唐
貴
•

松
山

文
雄
編
著
。
一
九
七
二
年
九
月
重
版
、
造
形
社
）
と
い
う
発
言
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
っ
て
、
相
互
の
影
響
関
係
が
把
握
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

『
線
』
は
松
本
竣

介
ら
の
作
家
活
動
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い

て
は
山
口
泰
二
著
「
松
本
竣
介
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
ー
|年
新
発
見
の

『
線
』
創
刊
号
を
中
心
に
ー
—
_
」
（『美
術
運
動
』
第
―
二0
号

、

一
九
八
九
年
二
月
）

な
ど
の
研
究
が
あ
る
の
で
敢
え
て
再
言
を
要
し
な
い
が
、
彼
ら
の
活
動
が
本
校

の
近
代
芸
術
研
究
部
の
そ
れ
と
一
脈
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ

昭
和
三
年
三
月
、
ド
イ
ツ
大
使
ゾ
ル
フ
の
娘
ラ
ギ
ー
が
一
時
入
学
し
た
。
年

報
の
「
将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
本
校
は

た
び
重
な
る
女
子
部
設
置
要
求
に
も
拘
ら
ず
認
可
が
得
ら
れ
ず
、
女
生
徒
に
門

を
閉
ざ
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
明
治
期
に
お
い
て
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン

・
ハ
イ
ド
、

マ
リ
ー

・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
、

時
の
教
務
関
係
書
類
に

通
知
〔
昭
和
一
＿
一
年
一
月
十
日
立
案
〕

独
乙
大
使
令
簸

教
務
掛

右
西
洋
画
実
習
見
学
ノ
為
当
分
之
間
長
原
教
授
担
当
ノ
西
洋
画
科
第
一
年
級

教
室
二
出
入
許
可
相
成
候
二
付
右
御
含
置
相
成
度
候
也

ゾ
ル
フ

・
ラ
ン
コ

性
を
特
別
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
今
回
も
そ
の
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当

ハ
イ
エ
ッ
ト

・
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
等
の
欧
米
人
女

⑥

女

子

生

徒

（
ラ
ギ
ー

・
ゾ
ル
フ
）

ま
で
の
研
究
で
は
見
落
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
ラ
ン
コ
」
は
ラ
ギ
ー
の
日
本
名
と
考
え
ら
れ
る
。

ラ
ギ
ー
の
入
学
は
新
聞
に
格
好
の
話
題
を
提
供
し
、
本
校
校
門
を
バ
ッ
ク
に

し
た
彼
女
の
写
真
が
数
紙
の
紙
面
を
飾
っ
た
。
同
月
十
八
日
の
『
東
京
日
日
新

聞
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

美
術
學
校
に
咲
く
異
國
の
花
一
輪

ド
イ
ツ
大
使
の
令
嬢
が
綸
の
研
究
に

こ
の
十
一
日
か
ら
女
禁
制
の
上
野
の
美
術
學
校
に
毎
日
姿
を
現
す
上
品
な
ド

ィ
ッ
美
人
見
る
か
ら
に
け
だ
か
く
勿
論
モ

デ
ル
女
で
は
な
い
、
荒
く
れ
の

學
生
連
中
も
一
目
お
い
て
ゐ
る
始
末

こ
の
美
人
こ
そ
駐
日
ド
イ

ツ
大
使
ゾ
ル
フ
氏
の
令
娘
、
歌
舞
伎
通
と
し
て
知

ら
れ
る
ラ
ギ
ー
(
-
九
）
さ
ん

嬢
は
大
の
日
本
趣
味
、
敷
年
前
か
ら
日
本
聾
の
研
究
を
績
け
て
る
外
藤
間
政

〔
マ
マ

〕

禰
氏
に
つ
い
て
舞
踊
も
研
究
、
過
ぐ
る
年
の
夜
會
の
時
に
奴
道
成
寺
で
喝
采

を
博
し
た
こ
と
も
あ
る

来
朝
以
来
八
年
、
日
本
趣
味
も
大
整
つ
く
し
故
國
で
習
得
す
る
ひ
ま
の
な
か

っ
た
西
洋
痘
を
思
ひ
た
ち
、
見
學
生
と
い
ふ
名
目
で
は
あ
る
が
美
校
の
長
原

孝
太
郎
氏
の
下
で
専
心
研
究
す
る
こ
と
と
な
っ
た

大
使
も
元
来
女
性
の
入
れ
な
い
學
校
に
特
に
入
れ
て
貰
っ
た
こ
と
を
深
く
感

謝
し
て
い
る
。

ラ
ギ
ー
は
同
年
十
月
の
ゾ
ル
フ
大
使
帰
国
と
同
道
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
記
録
が
あ
り
、

各
掛
御
中
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